
綾瀬市教育委員会の基本方針

学校教育目標

学校経営方針
（グランドデザイン）

今年度の重点目標

取組分野 評価の観点

１　学習指導

　学校は、「よく考える子」を育
てるために、工夫や改善に取り組
んでいる。

２　教育課程

　児童は、学校行事に積極的に参
加している。

３　児童・生徒指導

　学校は、「思いやりのある子」
を育てるために工夫や改善に取り
組んでいる。

４　児童・生徒指導

　児童は、満足して学校の生活を
送っている。

学校の自己評価と改善策

　学校行事に意欲的に取り組んでいる様子がわかります。児童が集
団生活の中で自らの責任を自覚し、自らめあてをもって取り組むこ
とが大切だと考えます。積極的に取り組むことができなかったと
思っている児童も、達成感が味わえ生き生きと活躍できるように、
今後も学校行事への取り組み方を工夫していきます。また、それぞ
れの行事を通し「何を学んだのか」という振り返りの時間を大切に
し、行事を通し身に付いたことは何かを明確にするとともに、児童
自身がそれらを生活やこれからの人生に生かしていけるようにして
いきます。

　多くの児童が、学校生活の中のいろいろな場面で友達と協力し、
相手の気持ちを考えていると答えています。道徳教育や福祉教室、
ショート学活の中で、人との関わりや人権に関する指導を繰り返し
行っています。また、日常生活の中でも相手の気持ちを考えて行動
することの大切さを伝えています。今後も思いやりのある行動を認
めたり褒めたりしながら、全ての児童のよりよい変容を促すことで
相互の温かな人間関係を育み、自分の周囲にある環境や物に対して
も丁寧に接していく気持ちを育んでいく心の教育に一層取り組んで
いきます。

　児童の約９割が「学校が楽しい」と回答し、学級や学校で友達と
楽しく生活していると思われます。その一方で、約１割の児童が学
校生活を楽しくないと感じています。今後も支援体制の更なる充実
を図りながら、児童を取り巻く人間関係に職員全体で注視するとと
もに、一人ひとりの児童の思いが汲み取れるように見守っていきま
す。一人ひとりの個性を大切にして、お互いを認め合える関係づく
りをしていきます。
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自分の考えを持ち、前向きに取り組む子

　土棚小学校では、「学校として育成を目指す資質・能力」として
目指す児童像を【丁寧に取り組む力】、【とことん考える力】、
【一歩踏み出す力】と設定しています。全教育活動を通し、これら
の力の育成に努めていきます。アンケートでは、保護者・教職員と
も概ね肯定的な評価であり、約８割の児童も意欲を持って学習に取
り組んでいますが、約２割の児童が学習に対し前向きに取り組めな
い理由を抱えていることが課題です。校内研究を中心とした授業改
善では、今年度より教科を算数に統一しました。教科の特性として
の既習事項を使って新たな課題に向かう流れを踏まえ、より一層基
礎・基本の定着を図るとともに児童の学習意欲を高める工夫に力を
入れていきます。また、学力の下支えとなる豊かな体験、経験が学
校生活の中でできるよう年間計画等を考えていきます。家庭学習に
ついては、さらに充実が図られるよう、学習の仕方や内容をわかり
やすく提示していきます。



５　児童・生徒指導

　学校は、いじめの早期発見・再
発防止のための取組を行ってい
る。

６　保健管理

　学校は、心と体の健康な子を育
てるために工夫や改善に取り組ん
でいる。

７　安全管理、教育環境整備

　学校は、児童の安全のための指
導や施設の点検・整備に取り組ん
でいる。

８　支援教育

　学校は、一人ひとりの児童に応
じた支援の工夫をしている。

９　組織運営

　校長を中心とした運営組織に
なっている。

10　教職員の研修

　学校は、教職員の力量を高める
ための取組に力を入れている。

11　教育目標・学校評価

　学校は、児童の実態を把握し、
よりよい児童の成長のための工夫
をしている。

　約7割が肯定的な評価になっていますが、そうでない評価もありま
す。今後も個に応じた指導をしたり、より一層児童の実態や課題の
把握を心掛けたり、共通理解のもと教職員一丸となって、児童が有
意義な学校生活を送れるよう指導にあたっていきます。また、学
校・家庭・地域の連携もより密にとれるように見直し、児童のより
よい成長につながるよう努めます。

　いじめの早期発見を目的として毎月スクールアンケートを行って
います。嫌な思いをした、嫌なことをされている人を目撃したなど
の記入があった場合や、学校が楽しくないと感じている児童がいた
場合などは、担任が聞き取りをして、早期対応に努めています。記
入することに抵抗感をもっている児童がいる可能性を考え、担任に
相談しやすい関係づくりをし、躊躇せずに記述してよいということ
を伝えていきたいと思います。またスクールアンケートの他にも、
定期的に取り組んでいるいじめ防止委員会、児童指導グループの取
組等、学校が行っている指導や取組がありますが、保護者の方への
周知が不十分であることがわかります。学校だより等を中心に引き
続きいじめは絶対に許さないという強い姿勢を伝えていきます。児
童や保護者が安心して話ができる環境づくりや、不安や悩みに応じ
るスクールカウンセラーの存在、常に教育相談に応じていること等
を重ねて周知していきます。日常の様子をきめ細かく見たりしなが
ら、いじめの早期発見・再発防止のための指導を徹底していきま
す。また、全教育活動を通して「思いやりの心」を育むとともに、
いじめの未然防止に努め、一人ひとりが大切にされる学校・学級を
目指していきます。

　教職員が意識をもって、児童の安全のための指導や施設等の点
検・整備にしっかりと取り組んでいます。しかし、児童を取り巻く
社会環境の変化や近年の風雨災害の甚大化、昨今の能登半島地震や
四国地方の地震の経験を踏まえ、大地震等の震災に対する備え等、
学校として取り組むべきことは限りなくあると考え、現状の対策に
付け加えていく形で、「火災や地震を想定した避難訓練」「不審者
侵入時の避難訓練」「緊急一斉下校訓練」「防災引き渡し訓練」
「あんしん教室」「全校防災研修」等を実施して、危機管理意識を
高めていきます。また、ボランティアやPTAの方々の協力を得なが
ら、登下校の見守りなど、児童の安全対策について取り組んでいき
ます。

　教職員の全員が一人ひとりの児童に応じた支援の工夫を具体的に
実践しています。今後も、一人ひとりの児童の困り感や保護者の教
育的ニーズに寄り添いながら個に応じた支援の充実に努めていきま
す。また、児童に関する全ての事を担任が一人で対応するのではな
く、児童指導総括教諭を中心に関係者とケース会議を開いたり、い
じめ防止対策委員会において事案に応じた適切な対応を検討したり
するなどして対応する事を基本とし、他機関とも連携しながらより
効果的な支援を目指し取り組んでいきます。

　ふれあい活動は児童の多くが楽しみにしている活動です。各学年
発達段階に応じて他学年との関わり方を考え、取り組んでいます。
アンケートからもたくさんの児童がとても楽しく取り組んでいる様
子がうかがえます。異学年集団の、教室とは少し違う雰囲気の中
で、様々な遊びを通して活発に交流する姿はとてもほほえましいも
のです。グループでの活動をすることで、学級以外での所属感を高
め、自己肯定感を高めていくことにもつながります。今後もこの活
動だけでなく、毎日の児童の健康状態の把握を基本とし、体力の向
上を目指すとともに、スクールカウンセラーとの連携等を行いなが
ら児童の心と体の健康を目指していきます。

　学校運営について総括教諭を中心として各グループで企画・立案
されたものが、企画会議、職員会議を経て実践されています。今後
も都度振り返ることで新たな課題を見出し、改善に向けて計画を立
てるというサイクルを徹底し、よりよい学校となるように取り組ん
でいきます。また全職員が共通理解のもと実施できるように、職員
一人ひとりが担当している行事や取組をねらいに照らして考え、各
グループでよく話し合い、他のグループとも連携を図りながら進め
ています。引き続き組織が有効に機能することを目指し、グループ
間の連携を深めて学校運営上の課題解決に向け、全職員が一丸と
なって取り組んでいきます。

　全ての教職員が、丁寧に取り組み、とことん考え、一歩踏み出す
力の育成に努めていきます。教職員として、目まぐるしく変化する
社会から求められる力、変わらず求められる基礎的・基本的な力を
身に付けられるよう、校内研究・研修を通して指導力向上を目指
し、取り組み続けていきます。また、あらゆる教科学習において今
までの研究を更に深化させ、今後も質の高い授業改善に取り組んで
いきます。



12　情報提供、保護者・地域
    住民との連携

　学校は、保護者等に適切な情報
を提供し、連携を図る取組を行っ
ている。

【学校運営協議会からの意見及び改善策】
・学級の人数も少なく、とても落ち着いている。先生と子どもたちとの会話のキャッチボールがよくできているので、学校生活の中で学
  習をしたり困ったりした時に、一人でやってしまえばよいという考えが少ないのも当然のことに思える。担任だけでなくいろいろな先
  生で見ていて、学校が楽しく送れるようにしている。しかし、その中でも１人２人馴染めていないように思われる児童もいるので、学
  習に向き合う姿勢が見られるようになるとよい。
・学校が楽しくないと感じている児童もいるので、「ありがとう」「頑張ったね」とたくさん声をかけて、自己肯定感を高めるようにし
　ていきたい。
・縦割り活動はずっと前からの伝統で、みんなで遊ぶことはとてもよい。兄弟が少なくなってきているので違う年齢の友達と遊ぶことが
　できるよい機会になっている。
・いじめの早期発見・再発防止のための取組については、学校に対する評価が厳しい。校内体制や情報のあげ方等を工夫していき、学校
　での取組を理解してもらえるようにしていく。また、学校だより等でいじめに対する資料を載せるなどし、その時だけでなくアンケー
　トを取るときにもう一度見返すことで、保護者もまた考えるきっかけになるのではないかと思う。
・保護者の「分からない」の回答が多いので、保護者が学校に来る機会を多く設けたい。ＰＴＡ活動をすると、学校に来る機会も増え、
　先生とのコミュニケーションも取れ、子どもとの会話も増える。また、保護者間でも情報共有ができる。学校との関わりをもち知ろう
　とすることで、授業参観・懇談会の参加率も上がるのではないか。家庭と学校の両方からの関わりを増やしていくことで、「分からな
　い」という回答が減っていくとよいと思う。
・学校からの便り等、年齢が上がるにつれて出さなくなってしまうので、ICTを上手く活用していったらよい。
・運営組織については、コミュニケーションを十分に取り孤立感を生まず、教職員全員で同じ方向に向かっていかれるとよい。

　感染症の影響も少なくなり、学校生活や行事等の様々な活動が以
前のように実施できるようになりました。そのため、保護者や地域
の方に学校に来校してもらう機会も増え、コロナ禍では保護者から
の肯定的な回答が８割を切っていましたが、昨年度からは８５％を
超え、学校に対する理解が高まってきていることが分かります。ま
た、登下校の見守り、子どもたちへの読み聞かせ、花壇をきれいに
していただくなど、たくさんのボランティアの方が学校に協力して
くださっています。今後も様々な形で学校のことを理解してもらえ
るように、学校と保護者、地域との連携の推進、また学校からの情
報発信の工夫に努め、各種たよりや授業参観・懇談会、学校、学年
行事を通して児童の学習や活動の様子を伝えていきます。また、児
童一人ひとりの様子を把握し、家庭とのきめ細かな連携を図り、安
心して学校生活を送れるようにしていきます。一昨年度より立ち上
がったコミュニティ・スクールの制度も活用しながら、保護者や地
域の方に学校をもっと知ってもらい、また協働しながらより豊かな
教育活動が行えるよう努力していきます。


